
ぐるりんあきうは多くの企業・団体に支えられています！
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ぐるりんあきうのご予約は、(有)秋保交通（ぐるりんあきうセンター）まで
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我
が
家
で
は
、
子
ど
も
の
通
学
に
「
ぐ
る

り
ん
あ
き
う
」
を
使
っ
て
い
ま
す
。
バ
ス
の

本
数
が
少
な
い
た
め
、
登
校
の
早
い
日
や
学

校
が
早
く
終
わ
る
日
は
送
迎
し
て
い
ま
し
た

が
、
行
き
も
帰
り
も
都
合
に
合
わ
せ
て
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
大
変
便
利
で
助
か
っ
て
い

ま
す
。
特
に
雪
が
多
い
冬
場
は
、
プ
ロ
ド
ラ

イ
バ
ー
だ
か
ら
こ
そ
安
心
し
て
お
任
せ
で
き

ま
す
。
ま
た
、
運
賃
は
回
数
券
を
使
え
ば
、

１
回
約
90

円
と
、
バ
ス
の
料
金
と
変
わ
ら

ず
、
冬
休
み
や
春
休
み
で
乗

ら
な
い
日
も
無
駄
に
な
ら
な

い
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。

送
迎
の
心
配
の
み
な
ら
ず
、

家
事
や
仕
事
の
時
間
が
取
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

雑
感

秋
保
地
区
町
内
会
会
長
会

会
長

伊
藤

健

毎
月
第
三
水
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
「
秋
保
地
区
の
交
通
を

考
え
る
会
」
代
表
者
会
議
に
出
席
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
役
員
の
皆
さ
ま
に
奮
闘
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
対
し
、
ま
ず
も
っ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
保
地
区
全
域
に
拡
大
し
た
試
験
運
行
が
始
ま
っ
て
か
ら

早
５
カ
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
４
月
か

ら
も
引
き
続
き
運
行
さ
れ
、
ま
た
年
央
の
10

月
を
目
途
に
、

愛
子
方
面
へ
延
伸
で
き
る
よ
う
検
討
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

折
し
も
「
仙
台
市
地
域
公
共
交
通
計
画
」
の
策
定
に
向
け

検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
現
在
に
お
い
て
、
「
秋
保
地
区
の

交
通
を
考
え
る
会
」
の
「
ぐ
る
り
ん
あ
き
う
」
は
、
【
地
域

交
通
に
よ
る
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
移
動
手
段
の
確
保
・
充

実
】
の
施
策
を
先
取
り
し
た
、
一
歩
進
ん
だ
取
組
み
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

私
事
で
す
が
、
時
々
娘
が
秋
保
・
里
セ
ン
タ
ー
で
宮
城
交

通
か
ら
乗
り
換
え
、
自
宅
ま
で
の
移
動
で
「
ぐ
る
り
ん
あ
き

う
」
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
玄
関
前
で
降
車
で
き
る
の
で
、

雪
の
日
も
濡
れ
る
こ
と
な
く
移
動
で
き
る
こ
と
を
喜
ん
で
お

り
ま
し
た
。

人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
伴
い
生
活
様
式
が
変
化
す
る
中

で
は
あ
り
ま
す
が
、
10

年
、
20

年
先
を
見
据
え
た
地
域
交

通
の
取
り
組
み
と
「
秋
保
地
区
の
交
通
を
考
え
る
会
」
そ
し

て
「
ぐ
る
り
ん
あ
き
う
」
の
発
展
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
★☆「考える会通信」は、町内会の協力をいただき、秋保町内にお住まいの皆様へ配布して

います。皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

ぐるりんあきう 利用者インタビュー

「便利で安心、経済的です！」

滝原在住 佐藤 治子さん

ぐるりんあきう利用者数（人）

試験運行Ⅰ

（令和3年1月～3月）

試験運行Ⅱ

（令和3年10月～令和4年3月）

■発 行 ： 秋保地区の交通を考える会 会長 及川 純一 電話 022-399-2133

■支援機関 ： 仙台市 都市整備局 地域交通推進課 電話 022-214-8495

予約の電話：022-304-9855
※はじめに「ぐるりん号の予約です」
とお伝えください。

◆
利
用
は
堅
調
！
感
染
対
策
も
万
全
で
す
！

冬
の
寒
さ
が
本
格
化
し
た
１
月
の
利
用
者
数
は
、

多
く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い
た
11

月
か
ら
落
ち

込
み
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
認
知
度
が
低
か
っ
た
昨
年

よ
り
も
利
用
は
着
実
に
伸
び
て
き
て
い
ま
す
。
現
在

ま
で
の
1

日
あ
た
り
の
平
均
利
用
者
数
は
約
16

人

と
、
試
験
運
行
の
目
標
で
あ
る
14

人
は
達
成
し
て
い

ま
す
が
、
１
月
だ
け
で
み
る
と
約
11

人
と
、
目
標
を

下
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
さ
ら
な
る
ご
支
援
を
お
願

い
し
ま
す
。
運
行
車
両
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
と
講
じ
て
い
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

１月の平均利用者数
10.8人/日

（うち住民8.6人/日）

電話：022-399-2846

☞ 現在販売中の回数券の有効期限は『令和４年３月31日まで』となっております。

☞ 令和４年４月からも引き続き「ぐるりんあきう」は運行を予定しておりますが、令和

３年度版の回数券はご使用できなくなりますので、３月31日までにお使いください。

☞ 令和４年４月１日から『運行時間は６時～18時』となります。

☞ 秋保・里センターで仙台市交通局や宮城交通の６時台の上り便（愛子駅・仙台駅・長

町駅方面）に乗り継ぎできるようになりますので、ぜひ通勤・通学にご利用ください。

家

自宅 馬場小学校

佐藤治子さんとお子さまたち



「ぐるりんあきう」を安心してご利用いただくために
新型コロナウイルス感染症の感染拡大が続いており、感染対策として接触機

会を減らそうと行動を制約されている方が多いと思います。しかしながら、買

い物や通院、通勤・通学など、日常生活の中で外出しなければならない機会は

日々確実にあります。今回は公共交通の利用に際し「新型コロナウイルスにう

つらない、うつさないために、今できること」をご紹介いたします。

４月からの継続運行に向け、着実に前進中！
２月２日に開催された仙台市地域公共交通会議にて、令和４年度の「ぐるりん

あきう」の事業計画が審議され、関係者全員の合意を得ることができました。こ

れを受け、運行事業者である有限会社秋保交通から国に申請を行い、許可が得ら

れれば、４月１日より「ぐるりんあきう」（試験運行Ⅱ２回目）を運行する流れ

となります。

役員会で出された意見の一部を紹介します。

●運行開始の準備について

☞ ４月から電話番号が変わるので、新しいリーフレットは変更点を強調すること。回数

券は間もなく期限が切れるため、３月末までに使いきるよう広報紙でお知らせするこ

と。今回は出発式を開催しない。

●土日運行について

☞ ①休日の観光・ニーズ、②路線バスとの適切な役割分担、③愛子延伸を含めた全体の

運行経費（市補助金は上限額の設定あり）を踏まえて検討すること。休日の観光ニー

ズは、ＪＲが実施した秋保オンデマンド交通の実績を参考にすること。

●その他

☞ 愛子延伸や土日運行など、今後運行を拡大する際に市補助金の上限額を超過すること

が予想されるので、運賃収入や協賛金以外の収入源を確保するための検討が必要であ

ること。代表者会議の参加率が低いため、各町内会に参加を促すこと。

２月９日に、考える会役員会を開催しました。会議では、４月からの運行に向けた準備

とともに、土日運行の実現に向けた検討を行いました。２月16日に予定していた代表者会

議は、新型コロナウイルスの感染拡大状況を踏まえ中止となりましたが、検討内容を皆さ

まと共有しながら、逐次検討を進めてまいります。

２月の考える会 役員会レポート新型コロナの感染リスクを正しく認識していますか？
土木計画学研究委員会が行ったアンケート（※１）で、
「１回の公共交通（電車、バス、タクシー）の利用で感
染する確率」の認識を調査したところ、平均30.1％との
結果（右図参照）でした。これは「公共交通を３回利用
すると１回は感染する」という確率です。
しかし、この一般的な感染リスク認知は、現実と大き
くかけ離れています。
実際は、コロナ禍の初期段階の国内感染者数がピーク
だった時期で、全ての感染者が公共交通利用時に感染し
ていると仮定した場合でも、その確率は約0.0097％（※
２）と、１万回も公共交通を利用して、やっと１回感染
する程度の低い確率です。
多くの方々が現実のリスクに対して過剰な恐怖を抱い
ていますが、外出しなければならない時は、以下の３つ
のポイントを心掛けることで、公共交通の感染リスクを
大きく抑えることができます。

引用：（公社）土木学会 土木計画学研究委員会ＨＰ
※１ 新型コロナウイルスに関する行動・意識調査（調査

日：2020年５月21日～24日）
※２ ピーク時の感染者数（4,157人）/３月末の公共交通

利用者数（42,669,974人）×100で算出
↓ 出典）一般社団法人日本モビリティ・マネジメント会議ＨＰ

住民の日平均利用者数
目標：14人/日 ⇒ 実績：8.6人/日


